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食物専攻女子学生の食生活実態調査（第6報）
食品群の摂取量は，全体に不足傾向にあり，グル
ープ間の著明な差はみられなかった。
　次に，ミネラル，ビタミン供給源としての野菜
類は，1，Eグループに不足傾向がみられた。果
実類は，1グループのみが，めやす量に達してい
たにすぎず，他3グループの摂取比率は50％程度
であった。海草類は，IVグループを除く3グルー
プがめやす量の2～3倍摂取している。たん白質
供給源としての魚介，肉類は，4グループとも
過剰摂取傾向にあり，なかでもIVグループは，魚
介類175．6％，肉類134．7％と摂取比率が高かっ
た。卵類は，4グループとも100％前後で全く差
がないが，乳類は，亘，皿グループが50％程度の
摂取比率であった。
　以上より，体脂肪量の最も多いWグループは，
魚介，肉，乳類に由来する動物性脂肪の摂取量が，
他3グループに比べてかなり多いということがい
えよう。また，4グループの中で，野菜，果実，
魚介，肉，卵おタび乳類を最もバランス良く摂取
しているのは，1グループであることにふれてお
きたい。
みられた。これらの相関が，先述した，SFTと
エネルギー，たん白質，脂肪およびカルシウム等摂取
量との相関に反映しているとみてよいだろう。
∬グループと皿＋IVグループの差は，明らかに
日々の学習を自らの食生活にいかに活かしてい
るかという意識化の相違を示唆するものといえ
よう。
表6．皮下脂肪厚（SFT）と食品群別摂取量との相関
　グループ　　　1（8）　　　∬（15）　　皿＋IV（16）
食晶　　　　　やせている　正　　常　肥っている
??????????
緑黄色野菜
その他の野菜??????????
　ns　　　　　　　　　ns
　ns　　　　　　　　　ns
　ns　　　　　　－0．568
　ns　　　　　　－0。646
　nS　　　　　　　　　ns
　τ1S　　　　　　　　　ns
　ns　　　　　　　　　ns
　nS　　　　　　　　　ns
－0．708　　　　　ns
　ns　　　　　　－0．598
　nS　　　　　　　　　ns
，0．792　　　　　　11s
　ns　　　　　　　　　ns
　nS　　　　　　　　　ns
ns
ns
ns
O，504
ns
nS
ns
rlS
ns
ns
ns
O．497
ns
O．729
表5．平均的食糧構成a　　　　　　　　　　　　　’（9）
食　品　群 目　安　量
??????
????
??????
緑黄色野菜その他の野菜????????????
300
50
15
10
20
60
80
170
　3
50
40
150
200
～
50
320
70
20
20
25
80
90
200
　5
60
45
200
a　表3，平均的栄養所要量より作成す。
b）SFTと食品群別摂取量との相関
　表6に示すように；1グループでは，SFTと肉
類摂取量に正相関が，果実類については負相関が
みられた。llグループでは，砂糖，菓子，海草類
にいずれも負相関がみられ，正相関を示す食品群
はなかった。これに対して，皿＋Wグループでは，
菓子，肉，乳類の3食品群にっいて，正相関が
P＜O．05（1グループ：r＞0．707，1［グループ：
　　　　r＞0．514，皿＋Wグループ：r＞0．497）
P〈0．01（1グループ：r＞0．834，IIグループ：
　　　　r＞0．641，1∬＋IVグループ：r＞0．626）
ns：not　significant
4．皮下脂肪厚（SFT）と摂取エネルギー配分
　a）グループ別摂取エネルギー配分
　　朝，昼，夕食と間食（昼食と夕食の間）と夜食
　　に分けて，摂取エネルギー配分を1からIVのグル
　　ープ別にみたのが図4である。一般によく夕方か
　　ら夜にかけての多量の食物摂取は体脂肪の合成に
　　っながるといわれるが，夕食と夜食の合計値でみ
　　ると，1からIVのグループ順に438，39．3，33．2，
　　36．4％と，1，llグループの方が高い割合であっ
　　た。また，間食と夜食の和は，1グループのみが
　　22．7％と他3グループの約2倍であり，皿，IVグ
　　ループの摂取エネルギー配分は，「肥っている」
　　ことを意識しての食べ方への配慮が伺われた。
b）SFTと摂取エネルギー配分との相関
　　　1，II，皿＋IVの3グループ別では，全く相関
　は認められなかったが，全対象では，夜食におい
　て負相関（r＝－0．460，P＜0．01）が観察され
　たのみである。
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5．まとめの考察
　体脂肪量の多少，特に体脂肪量の多い，いわゆる肥
満は，その成立機転のいかんにかかわらず，共通した
代謝・内分泌異常にっながる8）といわれて，社会的に
省力化が進む背景で，栄養学の課題の一っとされてい
る。今回は・，SFTと食物摂取状況との関連のみでとら’
え，体脂肪量に関わる他要因については全くふれなか
ったので，その考察には限界がある。しかし，39名と
いう対象が，社会的・文化的・環境的要因に共通点が
多いということ，また，食物摂取状況が最も重要な因
子であること9）より，得られた結果は，今後の具体的
な栄養指導の参考となり得るだろう。
　「肥っている」対象の食物摂取状況は，摂取エネル
ギーの食事への配分には配慮がなされていても，魚介，
肉類等の食品群の供給が過剰で食品選択の量的バラ
ンスという点では日常の学習が活かされているとはい
い難い。従って，SFT値の大きな対象では，動物性食
品等の過剰摂取からエネルギー，たん白質，脂質
摂取量も多く，ひいては，一般に充足しにくい栄
養素であるカルシウムやビタミンB2摂取量も多くなる
と考えられる。一方，「正常」にグルーピングされる
対象では，食品選択に，意識的な配慮がみられ，エネ
ルギーおよび栄養素摂取量とSFTとの相関はみられな
かった。「やせている」対象の場合は，平均値でみる
限り，比較的バランスよく摂取していることが伺えた
が，菓子類の摂取量の個人差は非常に大きかった。ま
た，摂取エネルギー配分，間食の量への配慮がなされ
ていないのは，「肥満とは関係ない」という潜在的意
識のもたらす結果かもしれない。
　総体的には，摂取エネルギーの食事への配分よりも，
摂取食品の量的バランス，特に，動物性たん白質，脂
質供給源としての，魚介，肉および乳類の多量摂取が，
体脂肪の合成蓄積につながる一咽と考えられた。
　　　　　　　　　要　　　約
　食物専攻女子学生，19～21歳，39名を対象に，皮下
脂肪厚（SFT）と食物摂取状況との関連をSFT値
により，3または4グループに分けて検討し，以下の
結果を得た。　　1
　1）「肥っている，肥りすぎ」の対象では，SFT値
　　の大きなほど，エネルギー，たん白質，脂肪，カルシ
　　ウム，ビタミンAおよびB2の摂取量が多かった。
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　2）食品群別摂取量からみると，SFT値の「正常」
　　な対象は，砂糖，菓子，海草類と負相関がみられ
　　たのに対し，「肥っている，肥りすぎ」の対象で
　　は，菓子，肉，乳類について正相関を示した。
　3）「肥っている，肥りすぎ」の対象では摂取エネ
　　ルギー配分への意識的な配慮が伺われるが，「や
　　せている」対象では，夕・夜食のエネルギー量は
　　43B％で，また菓子類の摂取量も他に比べ多かった。
　終りに臨み，皮下脂肪厚，体重の測定，および食生
活調査資料の協力を頂きました本学家政科食物専攻第
22回生の皆様に深謝申し上げます。
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